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“認知症と共に生きる人” 
という捉え方

　高齢による認知機能低下をはじめとす
る身体諸機能の衰えは，日本の長寿社会
の中で受け入れられつつあり，今求めら
れているのは，そのことも含めて成り立
つ社会につながる一歩一歩の取り組みで
ある。特に，本書の中での“認知症と共
に生きる人”という表現は，人への一面
的な見方ではない，広がりのある捉え方
を促してくれる。
　本書は，人や人生の幸福を基本に据え
た深い想いを以

もっ

て，読み手の理解を進め
てくれる。重要な事項を分かりやすく整
理し，詳しい説明へといざなってくれ，
「そういえば」と思い当たるような身近に
本当に考えさせられる事例を用いて紐解
いていく。そして，その人の体験している
世界がしみじみとわかり，「嗚

あ

呼
あ

，そう
だったのか」と思いを馳せることができ
たとき，それをいつの日にか自分自身にも
ありうることと感じ，少しでも助けになり
たいという気持ちが湧きあがるのだろう。
　さらに，本書には人や人生についての
考え方，大切な場面での具体的な関わり
方を深める内容が込められている。患者
と看護師の関係にとどまらず，看護を継
続するチーム，医療を行うチームにも，
関わり方における重要な方向を示す，輝
くメッセージを感じた。

今できることを丁寧に 
根気よく行っていくこと

　筆者は高度急性期医療の場に長年身を
置いていた経験から，本書を読み進めな
がら，身体拘束は一時的だからよいとい
うわけではないことを一層強く感じると
ともに，人を大切に思うこと，看護の観
察や洞察は「苦痛や不安，危険を察知し
て取り除く」重要なステップであり，そ

れが豊かなケア実施の原動力になるこ
と，そしてこの看護という仕事の重要性
を改めて感じた。
　認知症と共に生きる人を理解すること，
前向きに知ろうとすること，まずは今ここ
でできることを小さな子どもを育ててい
くプロセスのように丁寧に根気よく，ささ
やかな喜びを見いだしながら行っていく
ことこそが，穏やかな笑顔や症状の進行
を緩やかにすることにつながると思えた。
　本書の随所で，心に響く言葉と出合っ
た。例えば人格について「失われるので
はなく病気の症状によって隠されてい
く」（p.150），認知症当事者であるブライ
デン氏の「認知症という烙印は，社会的
孤立を意味します」から始まる言葉
（p.230），英国アウトカム指標の9項目
の「（一例）私には，周囲の人々に尊重
してもらいたい余生の在り方があり，そ
れが叶えられると感じている」（p.241）
に目を開かれ，心の扉が開く思いがし
た。また，看護に携わる人に必要な最新
の知識についても記載されている。迷わ
ず抱え込まずつながりながら，認知症と
共に生きる人にとっての最善を求めるこ
とへの示唆に富んでいる。関わる1人ひ
とりが，本人とその近くにいる方々にで
きることをするために，そしてつながる
ことでより良いものにしていくために。
　「子ども叱るな，自分も来た道。年寄笑
うな，自分も行く道」─昔，あるお寺
の前の貼り紙に書かれていた言葉であ
る。人はときには，これまでとこれから
のことに想いを向けることで優しい気持
ちになれると思う。
　本書では，認知機能と人の歩みについ
て，人同士ならではの関係性の中にある
価値を掘り下げながら，具体的な在り方
への貴重な提案が示されている。読み進
めるうちに，本書のタイトルに込められ
た意味の深さに気づくことができた。
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